
本
能
寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
三
）
付.

『
落
葉
百
韻
』
調
査
記
録伊

藤
伸
江
・
奥
田
勲

本
稿
は
、
本
能
寺
の
ご
好
意
に
よ
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
た
『
落
葉
百
韻
』
の
調
査
記
録
と
、「『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
三
）」

よ
り
な
る
。
調
査
は
、
法
華
宗
研
究
者
の
中
尾
堯
氏
の
参
加
を
得
て
、
伊
藤
と
奥
田
、
中
尾
氏
に
よ
り
な
し
、
注
釈
は
「『
落
葉
百
韻
』
訳

注
（
一
）」、「『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
二
）」
と
同
じ
く
伊
藤
が
下
原
稿
を
作
成
し
、
奥
田
と
の
メ
ー
ル
会
議
及
び
複
数
回
の
対
面
会
議
で
意

見
交
換
、
討
議
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
完
成
原
稿
に
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
心
敬
の
文
学
作
品

に
お
け
る
創
造
と
新
撰
菟
玖
波
文
学
圏
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
藤
、
研
究
分
担
者
奥
田
）
に
よ
り
行
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
能
寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
調
査
記
録

【
調
査
日
時
】

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

【
調
査
場
所
】

本
能
寺
宝
物
館
「
大
寳
殿
」
三
階
第
二
会
議
室

【
調
査
者
】

中
尾
堯
・
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲

【
調
査
書
誌
】

五
五



本
調
査
の
対
象
で
あ
る『
落
葉
百
韻
』は
、
古
写
、
巻
子
本
一
軸
。
軸
は
朱
頂
黒
漆
の
合
わ
せ
軸
、
軸
長
二
〇
・
一
セ
ン
チ
。
八
双
は
竹
、

紐
は
根
元
か
ら
取
れ
て
存
し
な
い
。

表
紙
は
、
幅
二
十
一
・
五
�
、
天
地
十
八
・
一
�
。
い
た
み
が
激
し
く
、
一
部
裂
け
、
切
れ
か
か
っ
て
い
る
。
題
簽
は
な
く
、
金
銀
貼
り

ち
ら
し
の
装
丁
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
が
、
銀
は
焼
け
、
剥
落
し
て
い
る
。
表
紙
左
中
央
下
に
「
大
本
山
本
能
寺
什
寳
」（
昭
和
十
五
年
八

月
三
十
日
付
）
の
ラ
ベ
ル
、
中
央
下
に
「
本
能
寺
文
書

寅

１１
」
と
書
か
れ
た
新
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
ラ
ベ
ル
の
貼
付
年

月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、『
本
能
寺
史
料
』（
平
成
四
年
〜
）
の
編
纂
発
行
の
た
め
に
な
さ
れ
た
、
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
両
氏
を
代
表
と
す

る
調
査
団
に
よ
る
調
査
の
際
に
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
こ
の
ラ
ベ
ル
の
表
示
番
号
に
よ
り
整
理
さ
れ
管
理
を
さ
れ
て
い
る
由
で
あ

る
。表

紙
左
上
「
一
条
太
閤
代
」
の
字
が
見
え
る
が
、
そ
れ
以
外
は
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。

見
返
し
も
、
表
紙
同
様
い
た
み
、
金
銀
貼
り
ち
ら
し
の
装
丁
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
が
、
銀
は
焼
け
、
剥
落
し
て
い
る
。
右
上
に
二
行
文

字
が
見
え
る
が
、
読
解
し
え
な
い
。

中
央
下
部
に
、
は
っ
き
り
と
花
押
が
残
る
。
柔
ら
か
い
筆
で
あ
り
、
公
家
、
法
華
僧
な
ど
有
力
者
の
花
押
か
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
。
袖

判
で
あ
ろ
う
。

本
紙
は
、
連
歌
の
百
韻
が
書
か
れ
た
楮
紙
に
裏
打
ち
を
ほ
ど
こ
し
た
計
八
紙
を
貼
り
、
巻
子
に
仕
立
て
て
い
る
。
以
下
寸
法
を
記
す
（
の

り
し
ろ
は
除
外
す
る
）。

第
一
紙

紙
長

五
〇
・
二
�

天
地

十
八
・
一
�

第
二
紙

紙
長

五
〇
・
八
�

天
地

十
八
・
一
�

第
三
紙

紙
長

五
一
・
八
�

天
地

十
八
・
一
�

第
四
紙

紙
長

五
一
・
九
�

天
地

十
八
・
一
�

五
六



第
五
紙

紙
長

五
一
・
七
�

天
地

十
八
・
一
�

第
六
紙

紙
長

五
一
・
四
�

天
地

十
八
・
一
�

第
七
紙

紙
長

五
一
・
八
�

天
地

十
八
・
一
�

第
八
紙

紙
長

五
一
・
二
�

天
地

十
八
・
一
�

各
紙
裏
の
継
ぎ
目
部
分
に
は
、
両
紙
に
ま
た
が
る
よ
う
に
印
が
押
し
て
あ
り
、
そ
の
印
が
第
二
紙
と
第
三
紙
、
第
三
紙
と
第
四
紙
の
継
ぎ

目
で
ず
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
二
紙
と
第
三
紙
の
継
ぎ
目

第
二
紙

印
高

下
か
ら
一
・
九
�

第
三
紙

印
高

下
か
ら
三
・
二
�

第
三
紙
と
第
四
紙
の
継
ぎ
目

第
三
紙

印
高

下
か
ら
三
・
三
�

第
四
紙

印
高

下
か
ら
一
・
九
�

で
あ
る
。
表
装
以
後
の
あ
る
時
点
で
第
三
紙
が
剥
落
し
、
補
修
の
際
に
は
、
落
葉
百
韻
懐
紙
の
複
製
を
も
う
一
組
以
上
同
時
に
用
意
し
て

お
り
、
同
時
進
行
で
製
作
し
て
い
た
際
に
別
製
本
用
の
第
三
紙
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
、
内
容
を
も
念
頭
に

入
れ
れ
ば
、
第
三
紙
と
第
四
紙
は
順
序
が
逆
に
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、
百
韻
の
句
は
第
一
、
二
、
四
、
三
、
五
、
六
、
七
、
八
紙
の
順
に
並

べ
る
の
が
正
し
い
。

懐
紙
は
表
紙
、
見
返
し
と
比
較
し
て
か
な
り
新
し
い
。
懐
紙
を
継
い
で
本
文
部
分
を
作
成
す
る
際
、
表
紙
は
既
に
存
し
た
古
代
の
も
の
を

用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
懐
紙
の
裏
の
汚
れ
具
合
に
相
違
が
あ
り
、
第
一
紙
が
特
に
汚
れ
、
他
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
紙
の
裏

を
表
面
に
重
ね
置
か
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
も
の
か
。

五
七



書
写
さ
れ
た
内
容
は
、
汚
れ
も
な
く
、
連
歌
懐
紙
の
形
式
と
し
て
も
整
っ
て
お
り
、
美
麗
に
写
さ
れ
て
い
る
。
が
、
第
一
紙
、
端
作
は「
十

月
廿
五
日
」
の
み
で
あ
り
、
年
次
が
な
い
。
第
一
紙
は
他
の
紙
よ
り
も
わ
ず
か
に
短
い
が
、
こ
れ
以
上
の
記
載
は
な
く
、
書
写
の
段
階
で
既

に
欠
け
た
状
態
の
親
本
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
六
紙
に
一
句
分
の
空
白
が
あ
る
の
も
、
同
様
に
親
本
の
段
階
の
欠
落
で
あ
る
。
第

三
、
四
紙
が
錯
簡
で
あ
る
の
は
前
述
の
通
り
。
第
八
紙
、
句
上
に
付
随
し
た
注
記
は
、
句
上
と
同
筆
か
。
句
上
の
後
ろ
に
一
行
、
小
字
に
て

書
き
込
み
が
あ
る
が
、
真
ん
中
よ
り
や
や
下
に
「
や
」
が
見
え
る
以
外
は
読
み
取
れ
な
い
。
本
文
と
は
筆
跡
が
違
い
、
す
り
消
し
た
跡
が
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

箱
は
桐
製
で
、
形
状
は
か
ぶ
せ
蓋
、
縦
二
十
一
・
七
セ
ン
チ
、
横
六
・
六
セ
ン
チ
。
箱
高
五
・
八
セ
ン
チ
。
箱
表
中
央
上
部
に
、
打
ち
付

け
書
に
て
「
一
條
太
閤
御
発
句
之
懐
紙
」
下
部
右
よ
り
に
「
日
嘉
師
寄
進
」
下
部
左
よ
り
に
は
、
本
能
寺
の
所
蔵
を
示
す
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、

さ
ら
に
下
部
に
「
住
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、「（
本
能
寺
常
）
住
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

所
蔵
ラ
ベ
ル
は
、
巻
子
本
の
表
紙
同
様
、
昭
和
十
五
年
八
月
三
十
日
付
の
「
大
本
山
本
能
寺
什
寳
」
と
書
か
れ
た
も
の
と
、
日
時
不
明
の
新

ラ
ベ
ル
「
本
能
寺
史
料
」
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

本
能
寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
三
）

凡
例

一
、
底
本
は
本
能
寺
蔵
某
年
十
月
二
十
五
日
賦
何
人
百
韻
（『
落
葉
百
韻
』）
で
あ
る
。
該
本
は
他
に
写
本
の
存
在
を
聞
か
な
い
孤
本
で
あ
る

た
め
対
校
本
は
な
い
。

一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
あ
ら
た
め
て
清
濁
を
付
し
た
。
原
文
は
百
韻
の
翻
刻
に

示
し
て
あ
り
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的

な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、

五
八



校
注
者
が
括
弧
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
て
い
る
。
校
注
者
に
よ
る
改
訂
部
分
の
う
ち
、
特
記
す
べ
き
も
の

は
、
注
釈
内
に
付
記
し
た
。

一
、
各
句
に
は
、
百
韻
全
体
の
通
し
番
号
を
句
頭
に
示
し
、
参
考
と
し
て
、
各
懐
紙
内
で
の
そ
の
句
の
所
在
を
懐
紙
の
順
、
表
と
裏
の
別
、

表
裏
ご
と
の
句
の
番
号
で
表
し
、
前
句
を
添
え
た
。

一
、
語
釈
に
あ
げ
る
和
歌
、
連
歌
例
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
百
韻
の
読
解
に
有
効
な
際
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例

示
す
る
場
合
が
あ
る
。
私
に
清
濁
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
た
。

一
、
各
句
に
は
、【
式
目
】【
作
者
】【
語
釈
】【
現
代
語
訳
】
の
説
明
項
目
を
設
け
る
と
共
に
、
二
句
一
連
の
連
歌
の
中
で
句
が
ど
の
よ
う
に

作
用
す
る
か
、
及
び
独
立
し
た
一
句
で
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
に
配
慮
し
【
現
代
語
訳
】
の
他
に
【
付
合
】【
一
句
立
】
の
項
目
を

設
け
た
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】【
補
説
】【
他
出
文
献
】
の
項
目
も
設
け
た
。

（
二
折

表

一
一
）

な
き
が
形
見
の
竹
の
ひ
と
む
ら

（
さ
き
）

三
三

朝
顔
は
あ
し
た
の
ほ
ど
や
開
に
け
ん

三
位

【
式
目
】
秋
（
朝
顔
）

参
考
「
朝
風
、
朝
霜
な
ど
の
朝
字
懐
紙
替
て
四
」（
新
式
追
加
条
々
又
追
加
）。
こ
の
百
韻
は
三
折
裏
に
「
朝
け
」、

名
残
折
に
「
朝
川
」
が
あ
る
。

【
作
者
】
三
位
（
半
井
明
茂
）

【
語
釈
】●
朝
顔

ヒ
ル
ガ
オ
科
の
一
年
生
つ
る
草
で
あ
り
、
平
安
初
期
に
中
国
よ
り
渡
来
し
た
。
早
朝
に
花
開
き
、
昼
に
し
ぼ
む
ゆ
え
に
、

は
か
な
い
も
の
の
象
徴
と
さ
れ
た
。「
色
か
へ
ぬ
竹
の
ま
が
き
の
朝
顔
も
お
の
れ
は
あ
だ
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
土
御
門
院
御
集
・
槿
花
・

五
八
）。
こ
こ
の
付
合
で
は
「
な
き
」（
人
）
と
い
う
言
葉
が
前
句
に
あ
り
、
同
じ
句
内
に
「
あ
し
た
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
イ
メ
ー
ジ

も
揺
曳
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
朝
有
紅
顔
誇
世
路

暮
為
白
骨
朽
郊
原
」（
和
漢
朗
詠
集
・
無
常
・
七
九
四
・
義
孝
少
将
）。
●
あ
し
た

五
九



の
ほ
ど
や

朝
の
う
ち
な
の
か
。「
風
も
あ
と
な
き
み
ね
の
む
ら
く
も
／
す
ず
し
さ
も
あ
し
た
の
ほ
ど
と
山
こ
え
て
」（
基
佐
集
（
静
嘉
堂
文

庫
本
）・
三
○
五
／
三
○
六
）。「
昼
ト
ア
ラ
バ
、
朝
が
ほ
の
し
ほ
る
ゝ
」（
連
珠
合
璧
集
）。
●
開
に
け
ん

咲
い
た
の
だ
ろ
う
。
万
葉
集
に

見
ら
れ
る
表
現
だ
が
、
和
歌
、
連
歌
に
は
少
な
く
、
古
代
的
な
表
現
。「
高
円
の
野
辺
の
秋
萩
こ
の
こ
ろ
の
暁
露
に
咲
き
に
け
む
か
も
」（
万

葉
集
・
巻
八
・
一
六
〇
五
・
大
伴
家
持
）。

【
付
合
】
前
句
「
竹
」
は
緑
色
を
変
え
ぬ
こ
と
か
ら
、
末
長
さ
の
象
徴
と
め
で
ら
れ
る
。「
色
か
へ
ぬ
松
と
竹
と
の
す
ゑ
の
世
を
い
づ
れ
ひ

さ
し
と
君
の
み
ぞ
見
む
」（
拾
遺
集
・
賀
・
斎
宮
内
侍
・
二
七
五
）。
前
句
の
、
後
ま
で
残
る
「
竹
」
の
様
を
、
は
か
な
く
枯
れ
た
「
朝
顔
」

の
後
に
残
る
と
み
な
し
た
。「
竹
」
は
ま
た
「
た
け
（
闌
け
）」、
例
え
ば
「
お
も
へ
ば
千
代
も
一
時
の
夢
／
秋
は
早
竹
に
朝
顔
咲
か
ゝ
り
」（
初

瀬
千
句
第
六
百
韻
・
九
四
／
九
五
・
梁
心
／
宰
相
）
で
、
竹
に
秋
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
掛
け
る
よ
う
に
、
こ
こ
も
日
が
の
ぼ
り
き
っ
た
様
を

竹
と
掛
け
て
い
る
。「
竹
」
は
籬
と
関
係
が
深
い
語
で
あ
り
（「
籬
ト
ア
ラ
バ
、
竹
」（
連
珠
合
璧
集
））、
そ
こ
か
ら
籬
に
這
う
朝
顔
を
連
想

す
る
場
合
も
多
い
。「
人
の
世
も
へ
だ
て
は
あ
ら
じ
今
日
の
日
も
た
け
の
籬
の
あ
さ
が
ほ
の
花
」（
逍
遊
集
・
朝
観
無
常
・
二
六
五
四
）。

【
一
句
立
】
朝
顔
は
、
朝
の
う
ち
は
咲
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
は
も
う
し
ぼ
ん
で
い
る
こ
と
よ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

あ
の
ひ
と
む
ら
の
竹
は
亡
き
人
の
形
見
だ
。）
人
の
命
同
様
に
は
か
な
く
し
ぼ
む
朝
顔
は
、
朝
の
う
ち
は
咲
い
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
日
も
た
け
た
今
は
も
う
し
ぼ
ん
で
い
る
。

（
さ
き
）

（
二
折

表

一
二
）

朝
顔
は
あ
し
た
の
ほ
ど
や
開
に
け
ん

三
四

う
つ
ろ
ひ
や
す
き
秋
の
日
の
色

円
秀

【
式
目
】
秋

【
作
者
】
円
秀

【
語
釈
】
●
う
つ
ろ
ひ
や
す
き

変
わ
り
や
す
い
。
こ
こ
は
前
句
の
朝
顔
の
し
ぼ
み
や
す
さ
と
、
秋
の
日
差
し
の
変
化
し
や
す
さ
を
掛
け
て
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言
う
。「
月
草
の
色
に
さ
け
ば
や
朝
顔
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
花
と
み
ゆ
ら
ん
」（
草
庵
集
・
六
〇
五
）。「
紐
と
く
ほ
ど
も
中
の
衣
�
�
／
し
の
ゝ

め
の
花
の
朝
顔
う
つ
ろ
ひ
て
」（
竹
林
抄
・
秋
・
三
四
五
・
専
順
）。

●
秋
の
日
の
色

秋
の
日
の
光
の
様
子
。
元
来
漢
詩
文
に
「
日
色
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
新
古
今
時
代
、
和
歌
に
も
「
日
の
色
」
と
し
て

詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
京
極
派
和
歌
で
、
一
日
の
う
ち
の
光
の
様
子
の
変
化
に
着
目
し
た
歌
に
使
用
さ
れ
る
。
つ
い
で
正
徹
が
こ
の

表
現
を
使
い
、
夕
暮
れ
に
な
っ
て
い
く
光
の
さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
連
歌
に
お
い
て
は
十
六
世
紀
に
数
多
く
出
現
す
る

が
、「
秋
の
日
の
色
」
は
、
こ
の
句
以
外
は
管
見
に
入
ら
な
い
。「
神
無
月
暮
れ
や
す
き
日
の
色
な
れ
ば
霜
の
下
葉
に
風
も
た
ま
ら
ず
」（
続

拾
遺
集
・
冬
・
四
〇
五
・
藤
原
定
家
）。「
朝
ま
だ
き
草
に
影
さ
す
日
の
色
の
す
さ
ま
じ
き
に
も
秋
ぞ
暮
れ
ぬ
る
」（
歌
合
（
正
安
元
年
〜
嘉
元
元
年
）

・
秋
朝
・
四
・
中
将
（
永
福
門
院
））。「
す
ゞ
し
く
も
ゆ
ふ
づ
け
て
行
秋
の
日
の
色
ぞ
梢
の
う
す
き
も
み
ぢ
ば
」（
草
根
集
・
初
秋
日
・
七
六

三
五
）。「
か
き
よ
す
る
つ
ま
で
ゆ
ふ
縄
と
き
ほ
し
て
／
日
の
色
さ
び
し
村
の
片
岡
」（
伊
庭
千
句
第
八
百
韻
・
一
三
／
一
四
・
宗
長
／
宗
碩
）。

心
敬
は
「
秋
の
日
の
影
よ
り
よ
わ
き
老
が
身
や
昨
日
の
露
の
朝
顔
の
花
」（
心
敬
集
・
応
仁
二
年
百
首
・
懐
旧
・
二
六
八
）
と
、
老
身
の
弱
々

し
さ
を
秋
の
弱
い
日
ざ
し
と
朝
顔
と
に
た
と
え
て
お
り
、
こ
こ
の
句
の
進
行
の
理
解
に
益
す
る
。

【
付
合
】
朝
顔
の
花
の
枯
れ
や
す
さ
と
、
夕
暮
れ
に
な
る
の
が
速
く
、
日
差
し
が
早
々
と
弱
ま
っ
て
い
く
秋
の
日
の
光
の
さ
ま
と
を
「
う
つ

ろ
ひ
や
す
き
」
で
結
ん
だ
。

【
一
句
立
】
す
ぐ
に
弱
々
し
く
な
っ
て
い
く
秋
の
日
ざ
し
の
さ
ま
よ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

朝
顔
は
朝
の
う
ち
は
咲
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
は
も
う
花
を
閉
じ
て
し
ま
っ
て
、
盛
を
す
ぎ
て
い
る
こ
と
よ
。）

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
秋
の
日
差
し
も
早
く
も
、
薄
々
と
弱
々
し
く
な
っ
て
い
く
。

（
二
折

表

一
三
）

う
つ
ろ
ひ
や
す
き
秋
の
日
の
色

三
五

干
し
か
ぬ
る
衣
は
い
か
で
打
ち
て
ま
し

毘
親

六
一



【
式
目
】
秋
（
衣
、
う
ち
て
）

衣
（
衣
裳
）

衣
与
衣
（
可
隔
七
句
物
）

【
作
者
】
毘
親

【
語
釈
】●
干
し
か
ぬ
る

乾
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。「
干
し
か
ね
し
袂
は
は
や
く
く
ち
は
て
て
恋
ぞ
涙
に
あ
ら
は
れ
に
け
る
」（
六

百
番
歌
合
・
顕
恋
・
七
二
三
・
藤
原
兼
宗
）。
●
打
ち
て
ま
し

打
と
う
か
し
ら
。「
秋
の
末
の
心
、
き
ぬ
た
衣
打
」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
付
合
】
す
ぐ
に
消
え
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
秋
の
日
ゆ
え
に
ぬ
れ
た
衣
が
乾
か
な
い
と
と
り
な
し
た
。
前
句
に
は
「
う
つ
ろ
ふ
」「
秋
（
飽

き
）」と
恋
の
風
情
も
汲
む
こ
と
が
で
き
、
涙
に
濡
れ
て
乾
か
な
い
イ
メ
ー
ジ
も
感
じ
う
る
。
三
三
か
ら
三
五
、
三
六
ま
で
、
朝
か
ら
夕
方
、

夜
、
夜
明
け
へ
と
時
も
う
つ
る
。

【
一
句
立
】
乾
か
し
き
れ
な
い
衣
は
ど
う
や
っ
て
槌
で
打
っ
た
ら
よ
い
か
し
ら
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

変
わ
り
や
す
く
、
す
ぐ
に
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
秋
の
日
差
し
。）
そ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
干
し
て
お
い
て
も
衣
が
乾
か

せ
な
い
。
昼
の
間
に
乾
か
し
き
れ
な
い
衣
は
、
夜
に
ど
う
や
っ
て
打
っ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。

（
二
折

表

一
四
）

干
し
か
ぬ
る
衣
は
い
か
で
打
ち
て
ま
し

三
六

露
も
り
あ
か
す
草
の
仮
庵

正
頼

【
式
目
】
秋
（
露
）

仮
庵
（
庵
は
居
所
・
用
）

露
（
降
物
）

【
作
者
】
正
頼

【
他
出
文
献
】「
露
も
り
あ
か
す
草
の
か
り
い
ほ
／
い
に
し
へ
を
忘
れ
ぬ
山
の
よ
る
の
雨
」（
心
玉
集
・
一
五
五
八
／
一
五
五
九
）。

【
語
釈
】
●
露
も
り

露
が
洩
れ
落
ち
。
露
が
し
た
た
り
落
ち
る
こ
と
。「
秋
に
も
あ
か
ぬ
あ
ま
の
橋
だ
て
／
松
の
葉
も
し
た
に
色
付
露
も

り
て
」（
寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
・
七
八
／
七
九
・
心
敬
／
専
順
）。
●
も
り
あ
か
す

庵
を
ま
も
り
夜
を
明
か
す
こ
と
。
こ
こ
の

「
も
り
」
は
、「
露
」
の
語
か
ら
「
洩
り
」
と
「
守
り
」
の
掛
詞
。「
小
山
田
の
か
り
ほ
の
廬
の
秋
の
露
む
す
ぶ
よ
り
こ
そ
も
り
あ
か
し
け
れ
」

六
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（
為
家
集
下
・
秋
田
・
一
八
三
八
）。
従
来
和
歌
で
は
「
秋
の
田
に
い
ほ
さ
す
し
づ
の
と
ま
を
あ
ら
み
月
と
友
に
や
も
り
あ
か
す
ら
ん
」（
新

古
今
集
・
秋
上
・
四
三
一
・
藤
原
顕
輔
）
の
よ
う
に
「
洩
る
」
の
は
月
の
光
が
主
で
あ
り
、
露
を
「
洩
る
」
と
す
る
の
は
珍
し
い
。
正
頼
に

は
次
の
よ
う
な
月
の
光
と
雫
が
「
洩
る
」
句
が
あ
り
、
三
六
句
に
発
想
が
近
い
。「
月
な
が
ら
木
の
ま
を
森
の
雫
哉
」（
小
鴨
千
句
追
加
・
発

句
・
正
頼
）。
●
仮
庵

仮
に
つ
く
っ
た
庵
。「
草
の
仮
庵
」
は
草
で
葺
い
た
仮
庵
。「
草
の
庵
」
よ
り
も
さ
ら
に
急
ご
し
ら
え
の
た
め
、
月

の
光
や
露
、
雨
滴
が
洩
れ
入
る
。「
袖
ぬ
ら
す
し
の
の
葉
草
の
か
り
い
ほ
に
露
の
や
ど
と
ふ
秋
の
夜
の
月
」（
新
千
載
集
・
秋
上
・
題
し
ら
ず

・
四
二
五
・
後
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
）。「
夕
ぐ
れ
の
秋
の
お
も
ひ
ぞ
か
さ
な
れ
る
落
葉
が
下
の
草
の
か
り
庵
」（
草
根
集
・
幽
居
秋
夕

・
九
〇
八
二
・
康
正
元
年
九
月
十
三
日
詠
）。「
か
き
た
え
ば
た
ゞ
身
ひ
と
つ
の
思
ひ
か
は
／
雪
に
か
た
ぶ
く
草
の
か
り
い
ほ
」（
吾
妻
辺
云

捨
・
冬
・
四
七
五
／
四
七
六
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
干
し
か
ぬ
る
」、
即
ち
衣
が
乾
か
せ
な
い
原
因
を
、
粗
末
な
作
り
の
仮
庵
な
の
で
「
夜
露
が
洩
れ
落
ち
て
く
る
か
ら
」

と
し
た
。
ま
た
、「
露
」
か
ら
恋
の
涙
の
イ
メ
ー
ジ
も
前
句
同
様
に
感
じ
う
る
。

【
一
句
立
】
一
晩
中
、
露
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
そ
ん
な
す
き
ま
だ
ら
け
の
草
葺
き
の
仮
庵
で
、
夜
を
あ
か
す
こ
と
よ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

乾
か
し
き
れ
な
い
衣
は
ど
う
や
っ
て
槌
で
打
っ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。）
一
晩
中
露
が
洩
れ
し
た
た
っ
て
き
て
衣
が

濡
れ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
す
き
ま
だ
ら
け
の
草
の
仮
庵
で
、
夜
を
明
か
す
の
だ
、

（
二
折

裏

一
）

露
も
り
あ
か
す
草
の
仮
庵

三
七

い
に
し
へ
を
忘
れ
ぬ
山
の
夜
の
雨

心
敬

【
式
目
】
雑

夜
分
（
夜
）

雨
（
降
物
）

古
（
一
座
一
句
物
）

【
作
者
】
心
敬

【
語
釈
】
●
い
に
し
へ
を
忘
れ
ぬ

昔
を
忘
れ
な
い
。
藤
原
俊
成
歌
「
昔
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
時
鳥
」（
新
古
今
集
・

六
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夏
・
二
〇
一
）
を
本
歌
と
し
、
参
考
歌
に
「
五
月
雨
に
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
い
に
し
へ
の
草
の
庵
の
夜
半
の
さ
び
し
さ
」（
千
載
集
・
夏
・
題

し
ら
ず
・
一
七
七
・
延
久
三
親
王
輔
仁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
俊
成
歌
が
、
白
居
易
の
詩
句
（
↓
次
項
（
●
山
）
参
照
）
を
取
り
、
華
や
か
で

あ
っ
た
わ
が
身
の
過
去
を
振
り
返
る
形
で
「
昔
思
ふ
」
と
詠
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
「
い
し
に
へ
」
は
、
盛
り
の
頃
の
自
ら
の
様
と
と
ら

え
る
見
方
が
一
つ
成
立
す
る
。
ま
た
、
参
考
歌
の
輔
仁
親
王
歌
も
白
居
易
の
詩
句
に
想
を
得
て
詠
ま
れ
て
お
り
、「
い
に
し
へ
」
を
、
昔
、

草
庵
に
隠
棲
し
た
白
居
易
の
不
遇
な
境
遇
の
寂
し
さ
と
と
ら
え
、
同
様
に
不
遇
な
自
分
ゆ
え
に
共
感
を
持
っ
て
思
い
浮
か
べ
て
い
る
と
す
る

見
方
も
で
き
よ
う
。
↓
【
考
察
】
●
山

こ
の
句
は
、「
蘭
省
花
時
錦
帳
下

廬
山
雨
夜
草
庵
中
」（
和
漢
朗
詠
集
・
雑
・
山
家
・
白
居
易
、

原
典
は
『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
「
廬
山
草
堂
、
夜
雨
独
宿
、
寄
二

牛
二
・
李
七
・
広臾
三
十
二
員
外
一

」）
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
お
り
、「
山
」

に
は
白
居
易
が
隠
棲
し
た
廬
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
う
る
。
ま
た
、『
枕
草
子
』「
山
は
」
に
は
「
忘
れ
ず
の
山
」
が
あ
る
。
●
夜
の
雨

「
夜

雨
」
は
、
人
の
心
に
深
い
感
情
を
も
た
ら
す
も
の
。
正
徹
歌
「
く
ら
き
夜
の
窓
う
つ
雨
に
わ
が
心
し
づ
め
ば
う
か
ぶ
世
ゝ
の
古
事
」（
草
根

集
・
巻
六
・
窓
雨
・
五
〇
八
六
）。「
夜
の
雨
の
心
の
そ
こ
に
と
を
る
哉
ふ
り
に
し
人
や
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
」（
草
根
集
・
巻
六
・
夜
雨
・
五
二

一
五
）
な
ど
。
後
者
は
『
東
野
州
聞
書
』
で
と
り
あ
げ
ら
れ
「
ま
こ
と
に
深
心
あ
り
て
、
よ
ま
れ
た
る
け
し
き
見
ゆ
」
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

心
敬
歌
で
は
「
し
れ
か
し
な
窓
う
つ
秋
の
夜
の
雨
夕
の
桐
の
葉
の
落
つ
る
時
」（
権
大
僧
都
心
敬
集
・
寄
桐
恋
・
三
二
〇
）
が
あ
る
。

【
付
合
】【
語
釈
】
に
挙
げ
た
俊
成
の
歌
を
踏
ま
え
、「
草
の
仮
庵
」
に
「
夜
の
雨
」
を
付
け
た
。「
草
の
庵
に
、
〜
時
鳥
を
付
、
昔
お
も
ふ

草
の
庵
の
よ
る
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
（
新
古
、
夏
、
俊
成
）

夜
雨
付
（
も
）
此
歌
也
。
又
は
、
廬
山
雨
夜
草
庵
中
」（
連

歌
寄
合
）。
ま
た
、
前
句
の
「
露
」
に
涙
の
露
を
重
ね
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
露
ト
ア
ラ
バ
、
涙
」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
一
句
立
】
隠
棲
し
て
い
て
も
、
昔
の
我
身
の
栄
華
を
忘
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
い
る
、
そ
ん
な
山
住
み
の
雨
の
夜
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

夜
通
し
露
も
涙
も
洩
れ
落
ち
る
、
粗
末
な
草
庵
の
一
夜
で
あ
る
こ
と
よ
。）
昔
を
忘
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
物
思
い

に
沈
ん
で
聞
く
、
山
住
み
の
夜
の
雨
の
音
。

【
考
察
】
草
の
庵
で
夜
の
雨
の
音
を
聞
く
様
に
つ
い
て
、
心
敬
の
説
を
引
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
新
古
今
集
聞
書
（
常
縁
原
撰
本
）』
で

は
、
前
掲
俊
成
歌
の
注
釈
は
「
我
都
に
住
る
時
は
草
庵
な
ど
は
う
き
事
の
や
う
に
聞
思
ひ
し
に
、
世
を
の
が
れ
て
こ
の
草
の
庵
り
に
す
み
て

六
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夜
も
す
が
ら
雨
の
音
を
き
く
に
、
心
も
一
し
ほ
す
み
ま
さ
り
て
感
情
お
ほ
し
。
か
ゝ
る
面
白
事
の
草
庵
な
ど
に
あ
ら
ん
と
は
し
ら
ざ
り
し
事

と
思
ふ
お
り
ふ
し
〜
古
人
は
い
づ
れ
も
夜
る
の
雨
を
お
も
し
ろ
き
事
に
い
ひ
侍
り
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
心
敬
所
与
本
に
よ
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
『
新
古
今
抜
書
抄
』
も
こ
の
俊
成
歌
を
「
此
哥
感
情
ふ
か
し
。
〜
た
ゞ
老
後
に
草
庵
の
よ
る
の
雨
を
き
ゝ
て
、
至
極
断
腸
す
る
上

に
、
又
郭
公
一
声
鳴
て
弥
昔
の
こ
ひ
し
さ
を
も
よ
ほ
す
と
也
。（
後
略
）」
と
見
て
い
る
。

（
二
折

裏

二
）

い
に
し
へ
を
忘
れ
ぬ
山
の
夜
の
雨

三
八

松
吹
く
風
も
霞
み
は
て
け
り

立
承

【
式
目
】
春
（
霞
み
）

松
（
植
物
）

風
（
吹
物
）

霞
み
（
聳
物
）

松
風
（
一
座
二
句
物
）

【
作
者
】
立
承

【
語
釈
】
●
松
吹
く
風

松
を
吹
く
風
。「
小
塩
山
知
ら
ぬ
神
代
は
と
ほ
け
れ
ど
松
ふ
く
風
に
昔
を
ぞ
き
く
」（
新
後
撰
集
・
神
祇
・
七
三
四

・
前
左
兵
衛
督
教
定
）。
●
霞
み
は
て
け
り

す
っ
か
り
霞
ん
で
し
ま
っ
た
よ
。「
松
吹
く
風
」
ま
で
も
が
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
、

深
い
霞
の
様
。
元
来
風
が
静
ま
る
こ
と
で
、
あ
た
り
が
霞
ん
で
い
く
光
景
を
詠
む
こ
と
が
多
く
、
風
に
焦
点
を
あ
て
て
、
霞
む
と
表
現
す
る

の
は
珍
し
い
。
こ
の
表
現
で
、
風
が
の
ど
か
で
あ
る
こ
と
を
も
示
唆
し
、
春
ら
し
く
し
た
。「
霞
ト
ア
ラ
バ
、
風
」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
付
合
】
夜
の
雨
の
情
景
か
ら
、
朝
に
松
を
吹
く
風
を
出
し
、
霞
に
よ
っ
て
新
た
に
春
の
境
地
を
呼
び
入
れ
、
歌
境
の
転
換
を
は
か
っ
た
。

ま
た
、
松
は
長
寿
を
意
味
し
、
昔
を
思
わ
せ
る
素
材
で
あ
り
、
前
句
の
「
い
に
し
へ
」
に
縁
を
持
つ
。

【
一
句
立
】
松
を
吹
く
風
ま
で
も
す
っ
か
り
霞
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
よ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

山
住
み
の
こ
の
身
は
、
夜
、
聞
こ
え
る
雨
の
音
に
、
昔
の
事
を
忘
れ
ら
れ
ず
に
思
い
返
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。）
そ

ん
な
物
思
い
を
誘
う
夜
の
雨
も
止
み
、
今
朝
は
、
松
を
吹
く
風
ま
で
も
、
霞
を
通
っ
て
吹
い
て
く
る
の
で
、
す
っ
か
り
の
ど
か
に
霞
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
よ
。

六
五



（
二
折

裏

三
）

松
吹
く
風
も
霞
み
は
て
け
り

三
九

散
花
の
に
ほ
ひ
を
春
の
な
ご
り
に
て

日
明

【
式
目
】
春
（
花
・
春
の
な
ご
り
）

花
三

懐
紙
を
か
ふ
べ
し
、
に
せ
物
の
花
此
外
に
一
（
一
座
三
句
物
）

名
残
只
一
花
な
ど
に
一
（
一
座
二

句
物
）

【
作
者
】
日
明

【
語
釈
】
●
散
花
の
に
ほ
ひ

散
っ
て
い
く
花
の
持
つ
、
心
に
し
み
る
よ
う
な
美
し
さ
。
こ
の
場
合
の
「
に
ほ
ひ
」
は
、
落
花
が
か
も
し
出

し
、
人
の
心
に
強
く
訴
え
か
け
る
美
の
総
合
的
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
ふ
り
は
へ
て
い
ざ
ふ
る
さ
と
の
花
見
む
と
来
し
を
に
ほ

ひ
ぞ
う
つ
ろ
ひ
に
け
る
」（
古
今
集
・
四
四
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
）、「
明
日
も
来
ん
今
日
も
日
暮
ら
し
見
つ
れ
ど
も
あ
か
ぬ
は
花
の
に
ほ
ひ

な
り
け
り
」（
玉
葉
集
・
一
六
一
・
大
宮
前
太
政
大
臣
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。「
花
ト
ア
ラ
バ
、
〜
ち
る
・
う
つ
ろ
ふ
・
さ
か
り
・
身
・
心
な

ど
皆
花
に
よ
せ
あ
る
詞
也
。」（
連
珠
合
璧
集
）。
●
春
の
な
ご
り

春
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
、
惜
春
の
情
を
催
さ
せ
る
光
景
。「
く
れ
て
ゆ

く
春
の
な
ご
り
を
と
め
じ
と
や
ち
り
し
く
花
を
さ
そ
ふ
山
か
ぜ
」（
延
文
百
首
・
二
二
〇
・
藤
原
実
明
女
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
霞
」
に
「
春
」「
花
」
と
関
係
の
深
い
語
句
で
句
を
続
け
た
。

【
一
句
立
】
散
り
ゆ
く
花
の
美
し
さ
を
、
春
を
惜
し
む
な
ご
り
の
光
景
と
し
て
め
で
て
。

【
現
代
語
訳
】（
変
わ
ら
ぬ
松
を
吹
く
風
も
す
っ
か
り
の
ど
か
に
霞
ん
で
い
る
こ
と
よ
。）
そ
の
風
に
散
る
花
々
の
、
身
に
し
む
美
し
さ
を
春

の
な
ご
り
の
光
景
と
し
て
め
で
よ
う
。

六
六



（
二
折

裏

四
）

散
花
の
に
ほ
ひ
を
春
の
な
ご
り
に
て

四
〇

た
ち
別
れ
行
く
雁
の
一
声

貞
興

【
式
目
】
春
（
雁
）

雁
春
一
秋
一
（
動
物
・
一
座
二
句
物
）

【
作
者
】
貞
興

【
語
釈
】
●
た
ち
別
れ
行
く

飛
び
立
ち
別
れ
て
行
く
。「
な
び
く
い
な
ば
の
峯
の
し
ら
雲
／
む
れ
ゐ
つ
る
田
の
も
の
雁
の
立
わ
か
れ
」（
小

鴨
千
句
第
七
百
韻
・
三
四
／
三
五
・
忍
誓
／
専
順
）。
●
雁

こ
こ
は
春
の
帰
雁
。「
小
夜
ふ
か
く
月
は
か
す
み
て
久
方
の
雲
井
に
遠
き
雁
の

一
声
」（
心
敬
集
・
深
夜
帰
雁
・
一
一
七
）。「
過
る
ぞ
惜
し
き
雁
の
一
声
／
舟
人
も
棹
を
忘
る
ゝ
秋
の
海
」（
竹
林
抄
・
秋
・
心
敬
・
五
二
二
）。

【
付
合
】「
た
ち
別
れ
ゆ
く
」
は
、
本
来
和
歌
で
は
、「
春
霞
た
ち
別
れ
行
く
山
み
ち
は
花
こ
そ
ぬ
さ
と
ち
り
ま
が
ひ
け
れ
」（
拾
遺
集
・
春

・
七
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
霞
、
雲
の
引
き
な
び
く
様
を
多
く
詠
む
が
、
こ
こ
は
前
句
の
春
の
終
わ
り
の
心
を
受
け
、
春
と
別

れ
、
雁
の
飛
び
立
つ
様
子
と
つ
な
い
だ
。
花
が
散
り
、
春
が
去
り
行
く
情
景
に
、
ま
た
雁
が
飛
び
去
っ
て
行
く
別
れ
の
情
景
を
加
え
、
終
わ

り
ゆ
く
春
の
さ
ま
を
見
せ
る
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

【
一
句
立
】
飛
び
立
ち
別
れ
て
行
く
雁
の
群
れ
か
ら
、
一
声
、
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

散
り
行
く
花
の
美
し
い
様
を
春
の
な
ご
り
の
光
景
と
し
て
、
春
は
別
れ
て
行
き
。）
飛
び
去
っ
て
い
く
帰
雁
の
群
れ

か
ら
は
、
鳴
き
声
が
一
声
、
聞
こ
え
て
く
る
。

（
二
折

裏

五
）

た
ち
別
れ
ゆ
く
雁
の
一
声

四
一

羽
を
か
は
す
鳥
の
契
も
あ
る
物
を

三
位

【
式
目
】
恋
（
契
）

鳥
（
動
物
）

六
七



【
作
者
】
三
位

【
語
釈
】
●
羽
を
か
は
す
鳥

比
翼
の
鳥
。
比
翼
の
鳥
は
、
元
来
は
、
雌
雄
が
常
に
一
体
と
な
っ
て
飛
ぶ
と
さ
れ
た
想
像
上
の
鳥
。「
在
天

願
作
比
翼
鳥

在
地
願
為
連
理
枝
」（
白
氏
文
集
・
長
恨
歌
）
に
よ
り
、「
羽
を
か
は
す
鳥
の
契
」
で
、
深
い
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
い
う
。

【
付
合
】
前
句
を
一
羽
で
飛
ぶ
雁
の
姿
と
と
ら
え
、
比
翼
の
鳥
と
対
比
さ
せ
た
。
心
敬
の
『
寛
正
百
首
』
に
「
世

か
け
て
な
ら
ぶ
翼
を
契

し
や
空
と
ぶ
鳥
の
あ
と
の
し
ら
く
も
」（
寄
鳥
恋
・
八
一
）
と
い
う
和
歌
が
存
し
、「
長
恨
歌
に
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
か
た
ら
ひ
侍
し
、『
天

に
生
ま
れ
ば
一
の
鳥
の
は
ね
と
な
り
、
土
に
生
ま
れ
ば
一
の
木
の
枝
と
な
ら
ん
』
と
契
し
も
、
た
ゞ
空
と
ぶ
鳥
の
跡
な
し
ご
と
と
な
り
侍
る

心
を
と
り
て
、
わ
が
身
の
う
へ
と
契
を
詠
」
と
自
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
堅
く
契
っ
た
恋
も
は
か
な
く
破
れ
て
い
く
さ
ま
を
、
飛
び
去
り

消
え
た
鳥
の
姿
に
ひ
き
つ
け
て
い
く
詠
み
方
は
、
こ
の
付
合
で
、
雁
が
飛
び
去
っ
た
後
の
静
寂
に
長
恨
歌
の
恋
を
付
け
る
把
握
に
近
く
、
付

合
理
解
の
一
助
と
な
る
。

【
一
句
立
】
比
翼
の
鳥
と
な
っ
て
、
い
つ
も
一
緒
に
い
よ
う
と
い
う
約
束
も
あ
る
も
の
な
の
に
。

【
現
代
語
訳
】（
飛
び
立
ち
別
れ
て
行
く
雁
の
一
声
が
聞
こ
え
る
。）
比
翼
の
鳥
と
な
っ
て
、
い
つ
も
一
緒
に
い
よ
う
と
い
う
約
束
も
あ
る
よ

う
に
、
簡
単
に
は
別
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
に
、
約
束
も
は
か
な
く
破
ら
れ
、
寂
し
く
別
れ
て
去
っ
て
い
く
こ
と
よ
。

（
二
折

裏

六
）

羽
を
か
は
す
鳥
の
契
も
あ
る
物
を

四
二

思
ひ
を
つ
げ
ん
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な

隆
蓮

【
式
目
】
恋
（
思
ひ
）

【
作
者
】
隆
蓮

ま
ね

【
語
釈
】
●
ま
ぼ
ろ
し

幻
術
士
。
長
恨
歌
に
お
い
て
、「
能
く
精
誠
を
以
て
魂
魄
を
致
く
」
道
士
が
、
貴
妃
の
魂
を
尋
ね
に
仙
山
に
至
る

が
、
そ
の
道
士
を
い
う
。「
た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く
」（
源
氏
物
語
・
桐
壺
・
桐
壺
院
）。

六
八



「
人
に
我
あ
は
ん
く
す
り
を
尋
ね
ば
や
／
ゆ
き
て
と
ふ
な
る
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
」（
文
安
雪
千
句
第
十
百
韻
・
四
五
／
四
六
・
宗
砌
／
能
阿
）。

「
ま
ぼ
ろ
し
ト
ア
ラ
バ
、
た
づ
ね
行

玉
の
あ
り
か
玉
の
ゆ
く
ゑ
と
も

空
に
か
よ
ふ
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
ま
ぼ
ろ
し

夢
幻
ハ
化
な
る

事
也
。
又
幻
化
の
た
と
へ
な
ら
で
、
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
と
い
へ
る
ハ
、
使
の
た
よ
り
な
ど
を
も
云
と
也
。」（
産
衣
）。

【
付
合
】
長
恨
歌
の
本
説
取
の
付
合
。
連
理
の
鳥
の
た
と
え
か
ら
、
貴
妃
の
魂
を
探
し
求
め
る
道
士
を
連
想
し
た
。
前
句
を
、
思
う
人
と
の

仲
が
進
展
し
な
い
さ
ま
と
し
、
密
か
に
あ
の
人
を
恋
い
慕
う
ば
か
り
で
は
、
あ
の
人
は
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
く
れ
な
い
の
で
、
間
を
む
す
ぶ

道
士
が
い
て
く
れ
た
ら
と
夢
想
す
る
句
を
付
け
た
。

【
一
句
立
】
私
の
心
の
思
い
を
告
げ
て
く
れ
る
道
士
が
い
て
ほ
し
い
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

羽
根
を
交
え
る
鳥
の
よ
う
に
仲
良
く
と
約
束
す
る
誓
い
も
あ
る
の
に
。）
私
の
思
い
は
あ
の
人
に
伝
わ
ら
な
い
。
こ

の
気
持
ち
を
あ
の
人
に
告
げ
る
道
士
が
い
て
ほ
し
い
こ
と
だ
。

（
二
折

裏

七
）

思
ひ
を
つ
げ
ん
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な

四
三

来
ぬ
人
や
心
づ
か
ひ
に
か
は
る
ら
む

有
実

【
式
目
】
恋
（
来
ぬ
人
）

【
作
者
】
有
実

【
語
釈
】
●
来
ぬ
人

訪
ね
て
こ
な
い
あ
の
人
。「
月
よ
に
は
こ
ぬ
人
ま
た
る
か
き
く
も
り
雨
も
ふ
ら
な
む
わ
び
つ
つ
も
ね
む
」（
古
今
・
恋

・
七
七
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）。
●
心
づ
か
ひ

気
持
ち
を
こ
め
て
思
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
思
い
。『
夫
木
抄
』
で
は
「
使
」
の
下

位
分
類
に
位
置
す
る
語
で
あ
り
、
自
分
が
訪
ね
る
こ
と
な
く
、
心
の
思
い
だ
け
を
使
者
と
し
て
相
手
の
も
と
に
遣
わ
す
と
い
っ
た
意
味
で
使

用
す
る
。
口
語
的
で
、
和
歌
・
連
歌
に
は
珍
し
い
語
。
恋
人
が
手
紙
さ
え
よ
こ
さ
な
い
冷
淡
な
態
度
に
な
っ
た
悲
し
み
を
表
現
し
た
り
、
ま

た
一
方
で
は
「
使
い
」
と
掛
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
心
づ
か
ひ
」
が
し
き
り
に
行
き
来
す
る
と
、
や
や
俳
諧
的
に
も
詠
む
。「
人
に
ま
す
心
づ

六
九



か
ひ
も
あ
る
も
の
を
た
よ
り
な
く
て
ふ
こ
と
を
告
ぐ
ら
ん
」（
忠
見
集
・
一
七
八
）。「
お
も
ひ
や
る
心
づ
か
ひ
は
い
と
な
き
を
夢
に
見
え
ず

と
き
く
が
あ
や
し
き
」（
好
忠
集
・
四
四
四
）。「
ゆ
き
て
と
ふ
な
る
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
／
面
影
も
心
づ
か
ひ
に
な
る
か
と
よ
／
お
も
ひ
や
れ

ど
も
思
か
へ
さ
ず
」（
文
安
月
千
句
第
十
百
韻
・
四
六
／
四
七
／
四
八
・
能
阿
／
頼
重
／
智
蘊
）。「
い
つ
か
は
文
の
た
よ
り
き
か
ま
し
／
都

に
は
心
づ
か
ひ
の
行
か
へ
り
」（
宝
徳
四
年
千
句
第
一
百
韻
・
七
八
／
七
九
・
英
阿
／
忍
誓
）。

【
付
合
】
前
句
の
、
自
分
の
気
持
ち
を
道
士
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
望
の
意
図
を
、
付
句
で
説
明
し
て
い
る
。
相
手
の
熱
心
さ
の

度
合
が
、
訪
ね
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
思
い
や
る
こ
と
へ
と
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
い
う
恐
れ
の
気
持
ち
を
付
け
る
。
長
恨
歌
の
「
ま

ぼ
ろ
し
」
か
ら
「
使
ひ
」
を
連
想
し
て
付
け
た
。

【
一
句
立
】
訪
ね
て
き
て
く
れ
な
い
あ
の
人
は
、
も
は
や
愛
が
さ
め
て
、
私
の
こ
と
を
気
に
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
冷
淡
な
気
持
ち
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

私
の
こ
の
思
い
を
あ
の
人
に
つ
げ
る
道
士
が
い
て
ほ
し
い
の
だ
。）
な
ぜ
な
ら
、
来
て
く
れ
な
い
あ
の
人
は
、
私
へ

の
関
心
が
失
せ
て
、
私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
と
い
っ
た
程
度
の
冷
淡
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
か
ら
。

（
二
折

裏

八
）

来
ぬ
人
や
心
づ
か
ひ
に
か
は
る
ら
む

四
四

な
ぐ
さ
む
月
を
た
れ
か
恨
む
る

毘
親

【
式
目
】
恋
（
恨
む
る
）

月
只
一
、
恋
一
、
月
松
な
ど
に
一

月
與
月
（
可
隔
七
句
物
）

夜
分
（
月
）

【
作
者
】
毘
親

【
語
釈
】●
な
ぐ
さ
む
月

眺
め
る
こ
と
で
心
が
慰
め
ら
れ
る
月
。「
う
き
事
も
な
ぐ
さ
む
月
と
思
ひ
し
に
ふ
け
行
く
秋
は
涙
な
り
け
り
」（
源

承
和
歌
口
伝
・
源
時
清
）。
恋
人
が
来
な
い
こ
と
は
恨
み
に
思
っ
て
も
、
心
を
慰
め
て
く
れ
る
月
は
恨
む
事
は
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。

毘
親
の
句
は
ま
だ
冷
静
だ
が
、
来
な
い
人
を
待
つ
恋
の
つ
ら
さ
、
せ
つ
な
さ
が
さ
ら
に
高
ま
れ
ば
、
月
を
見
て
も
心
が
静
ま
ら
な
い
状
況
の

七
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句
と
な
る
。
即
ち
、「
来
ぬ
人
を
待
つ
と
は
な
く
て
待
つ
宵
の
ふ
け
ゆ
く
空
の
月
も
う
ら
め
し
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
八
三
・
藤
原
有

家
）
や
、
ま
た
心
敬
歌
に
「
な
が
め
つ
つ
さ
て
も
忘
れ
ぬ
涙
か
な
誰
が
な
ぐ
さ
め
と
月
は
な
る
ら
ん
」（
寛
正
百
首
・
七
一
・
寄
月
恋
）
と

あ
る
状
況
で
あ
り
、
心
敬
歌
に
は
「
人
ゆ
へ
の
涙
は
、
な
が
め
て
も
わ
す
れ
侍
ら
ね
ば
、
わ
が
身
に
は
月
も
な
ぐ
さ
め
な
ら
ず
と
か
こ
ち
侍

る
也
」
と
自
注
が
あ
る
。「
な
ぐ
さ
む
月
も
な
が
め
わ
び
ぬ
る
／
思
ふ
こ
と
む
ね
に
う
か
べ
ば
か
き
く
ら
し
」（
老
耳
・
一
八
一
〇
／
一
八
一

一
）。
●
た
れ
か
う
ら
む
る

誰
が
恨
も
う
か
。
和
歌
に
も
連
歌
に
も
例
の
乏
し
い
表
現
。
同
意
の
「
た
れ
う
ら
む
ら
ん
」
の
例
は
少
な
く

な
い
の
に
対
し
、
こ
の
「
た
れ
か
う
ら
む
る
」
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
あ
る
い
は
散
文
的
な
語
法
と
し
て
和
歌
・
連
歌
に
は
敬
遠
さ
れ

た
か
。

【
付
合
】「
来
ぬ
人
」
か
ら
「
恨
む
る
」
と
付
け
た
。
月
は
恨
み
は
し
な
い
が
、
あ
の
人
を
恨
む
と
い
う
心
情
で
あ
る
。

【
一
句
立
】
心
が
慰
め
ら
れ
る
は
ず
の
月
な
の
だ
か
ら
、
恋
し
い
人
が
来
な
い
と
い
っ
て
一
体
誰
が
恨
め
し
く
思
お
う
か
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

来
て
く
れ
な
い
つ
れ
な
い
人
は
、
も
は
や
愛
が
さ
め
て
、
私
の
こ
と
を
気
に
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
冷
淡
な
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。）
見
れ
ば
心
が
慰
め
ら
れ
る
月
だ
か
ら
、
恋
し
い
人
が
訪
れ
て
く
れ
な
い
と
い
っ
て
、
恨
め
し
く
思

っ
た
り
は
し
よ
う
か
（
あ
の
人
の
こ
と
は
恨
め
し
い
け
れ
ど
）。

（
二
折

裏

九
）

な
ぐ
さ
む
月
を
た
れ
か
恨
む
る

四
五

秋
の
夜
の
老
の
寝
覚
に
時
雨
し
て

利
在

【
式
目
】
秋
（
秋
・
時
雨
）

夜
（
夜
分
）

時
雨
（
降
物
）

時
雨
秋
冬
各
一
（
新
式
今
案
で
は
一
座
二
句
物
。
こ
の
百
韻
で
は
、

初
折
表
第
三
句
に
「
時
雨
る
」（
冬
の
時
雨
）
が
あ
る
。）

老
只
一
鳥
木
な
ど
に
一
（
一
座
二
句
物
。
三
折
表
第
五
九
句
に
「
老
ぬ
る
声
」（
う

ぐ
ひ
す
）
が
あ
る
。）

寝
覚
に
夢
（
可
嫌
打
越
物
）

【
作
者
】
利
在

七
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【
語
釈
】
●
老

老
い
た
身
に
は
、
一
段
と
月
の
美
し
さ
が
慰
め
と
な
る
。「
か
す
む
夜
を
な
ら
ひ
と
き
け
ば
老
が
身
の
な
ぐ
さ
む
月
は
春

の
み
や
見
ん
」（
宗
祇
集
・
春
月
・
二
三
）。
●
老
の
寝
覚

年
を
と
る
と
、
暁
早
く
に
目
が
さ
め
る
こ
と
。
と
り
わ
け
秋
の
長
夜
に
は
早
い

目
覚
め
が
意
識
さ
れ
る
。「
聞
き
て
こ
そ
思
ひ
し
ら
る
れ
秋
の
夜
の
窓
打
つ
雨
の
老
の
寝
覚
は
」（
為
家
集
・
秋
雨
・
五
六
〇
）。「
老
の
寝
覚

の
秋
の
よ
な
�
�
／
我
命
長
き
を
歎
く
袖
の
露
」（
熊
野
千
句
第
九
百
韻
・
八
四
／
八
五
・
心
敬
／
道
賢
）。
●
時
雨
し
て

「
十
月
に
は

時
雨
」（
連
理
秘
抄
）
と
、
本
来
は
冬
の
初
め
の
景
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
連
珠
合
璧
集
』「
時
雨
」
の
項
で
「
露
時
雨
と
つ
ゞ
け
、
又
秋

の
詞
を
入
て
は
秋
に
な
る
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
秋
の
詞
と
共
に
使
用
し
て
秋
の
情
景
と
な
る
。
ま
た
、「
時
雨
ト
ア
ラ
バ
、
ね
覚
」（
連
珠

合
璧
集
）。「
冬
き
て
は
し
ぐ
れ
ば
か
り
ぞ
お
と
づ
る
る
と
ふ
人
も
な
き
お
い
の
ね
ざ
め
に
」（
千
五
百
番
歌
合
・
一
六
七
五
・
丹
後
）。「
千

し
ほ
に
な
る
や
涙
な
る
ら
ん
／
神
無
月
老
の
寝
覚
も
時
雨
な
り
」（
菟
玖
波
集
・
冬
・
四
六
八
・
後
宇
多
院
御
製
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
月
」
に
「
時
雨
」
を
付
け
、
時
雨
に
よ
り
月
が
見
え
な
い
と
説
明
し
た
。「
時
雨
ト
ア
ラ
バ
、
月
を
待
」（
連
珠
合
璧
集
）。

前
句
は
、
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
恨
む
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
に
な
る
。

【
一
句
立
】
長
い
秋
の
夜
、
年
を
と
っ
た
ゆ
え
に
は
や
く
目
覚
め
た
が
、
時
雨
が
降
っ
て
い
て
月
も
見
え
な
く
て
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

老
い
の
慰
め
に
な
る
は
ず
の
月
だ
か
ら
、
誰
が
恨
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。）
秋
の
長
い
夜
、
年
寄
り
の
早
い
寝
覚
め

に
月
を
見
よ
う
と
し
た
時
に
時
雨
が
降
っ
て
い
て
、
月
の
姿
も
見
え
な
く
て
も
。

（
二
折

裏

十
）

秋
の
夜
の
老
の
寝
覚
に
時
雨
し
て

四
六

命
の
露
の
い
つ
か
こ
ぼ
れ
ん

心
敬

【
式
目
】
秋
（
露
）

命
只
一

虫
の
命
な
ど
に
一
（
一
座
二
句
物
）

露
（
降
物
・
可
隔
三
句
物
）

【
作
者
】
心
敬

【
語
釈
】
●
命
の
露

「
露
の
命
」
に
同
じ
く
、
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
命
を
い
う
。
こ
こ
は
「
こ
ぼ
れ
ん
」
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
す

七
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る
た
め
「
命
の
露
」
と
倒
置
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
語
句
は
和
歌
に
お
い
て
用
例
が
非
常
に
少
な
く
、
連
歌
も
心
敬
以
後
の
例
が
わ
ず
か

に
あ
る
程
度
で
あ
り
、
あ
え
て
使
用
す
る
心
敬
の
創
意
を
見
る
べ
き
か
。「
は
か
な
し
や
あ
だ
に
命
の
露
消
え
て
野
辺
に
や
た
れ
も
お
く
り

お
か
れ
ん
」（
新
続
古
今
集
・
哀
傷
・
一
五
八
〇
・
西
行
）、「
と
ゞ
ま
ら
じ
た
ゞ
さ
ば
か
り
の
こ
と
の
葉
に
か
ゝ
る
命
の
露
の
玉
ゆ
ら
」（
草

根
集
・
久
契
恋
・
四
三
六
三
）。
ま
た
、
兼
載
歌
「
さ
を
し
か
の
命
の
露
ぞ
消
え
や
す
き
と
も
し
の
影
は
ま
だ
残
る
夜
に
」（
閑
塵
集
・
照
射

・
九
九
）
が
あ
る
の
は
、
心
敬
と
兼
載
の
つ
な
が
り
か
ら
注
目
さ
れ
よ
う
。

【
付
合
】
前
句
の
「
老
」
に
「
命
」
を
付
け
た
。「
命
と
ア
ラ
バ
、
露

老
」（
連
珠
合
璧
集
）。
ま
た
、
紅
葉
を
色
付
か
せ
る
「
時
雨
」
と

「
露
」
の
縁
、
さ
ら
に
前
句
の
「
時
雨
」
に
よ
り
た
ま
っ
た
「
露
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
も
「
時
雨
」
に
「
露
」
を
付
け
た
。「
露
ト
ア
ラ
バ
、

草

命

雨
之
類
」、「
時
雨
ト
ア
ラ
バ
、
草
葉
を
染
る
露
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
此
秋
も
時
雨
の
露
と
消
や
ら
で
猶
さ
だ
め
な
き
身
を
ぞ
う

ら
む
る
」（
草
根
集
・
秋
時
雨
・
二
五
七
〇
・
文
安
四
年
十
月
廿
七
日
詠
）。「
も
み
ぢ
分
す
て
い
づ
る
木
の
下
／
雨
や
ど
り
時
雨
の
露
に
立

ぬ
れ
て
」（
文
安
四
年
五
月
廿
九
日
何
船
百
韻
・
三
六
／
三
七
・
親
当
／
心
敬
）。

【
一
句
立
】
露
の
よ
う
な
は
か
な
い
命
は
、
ま
る
で
露
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
現
代
語
訳
】（
長
い
秋
の
夜
、
年
を
と
っ
て
早
く
目
覚
め
れ
ば
、
時
雨
が
降
っ
て
い
て
。）
思
え
ば
、
こ
の
老
い
た
私
の
命
は
、
い
つ
時
雨

に
よ
っ
て
た
ま
っ
た
露
の
し
ず
く
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
は
か
な
く
消
え
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
折

裏

一
一
）

命
の
露
の
い
つ
か
こ
ぼ
れ
ん

狩

四
七

刈
り
の
こ
す
草
葉
ば
か
り
の
陰
な
れ
や

伝
芳

【
式
目
】
雑

草
葉
（
植
物
）

【
作
者
】
伝
芳

【
語
釈
】
●
刈
り
の
こ
す

刈
り
取
り
残
し
て
い
る
。「
い
ろ
に
な
び
く
は
野
べ
の
夕
ぎ
り
／
か
り
の
こ
す
小
田
の
一
む
ら
里
か
け
て
」（
寛

七
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正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
・
三
〇
／
三
一
・
行
助
／
宗
祇
）。
●
草
葉

草
の
葉
。
葬
送
の
場
所
の
比
喩
と
も
な
っ
た
。
↓【
考
察
】「
露

ト
ア
ラ
バ
、
草
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
分
け
ゆ
か
む
草
葉
の
露
を
か
ご
と
に
て
な
ほ
濡
れ
衣
を
か
け
ん
と
や
思
ふ
」（
源
氏
物
語
・
夕
霧
・
落

葉
宮
）。
●
ば
か
り

わ
ず
か
に
〜
だ
け
。「
軒
に
さ
す
日
か
げ
の
下
は
き
え
は
て
て
草
葉
ば
か
り
に
の
こ
る
朝
霜
」（
伏
見
院
御
集
・
霜
・

一
五
三
七
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
露
」
に
「
草
葉
」
を
付
け
、
露
の
こ
ぼ
れ
る
場
所
を
説
明
し
た
。
命
が
露
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
消
え
て
い
く
の
は
、「
草

葉
」
の
陰
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
示
す
。

【
一
句
立
】
刈
り
残
し
た
草
の
葉
が
少
し
だ
け
あ
る
陰
の
あ
た
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
現
代
語
訳
】（
私
の
命
も
は
か
な
さ
と
い
う
点
で
は
露
と
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
が
、
そ
ん
な
は
か
な
い
命
の
露
は
、
い
つ
こ
ぼ
れ
落

ち
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。）
刈
り
残
し
た
草
の
葉
が
少
し
だ
け
茂
る
、
そ
の
陰
に
落
ち
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
考
察
】
和
歌
に
お
い
て
、
比
喩
的
に
墓
所
を
表
わ
す
言
葉
は
「
草
の
原
」「
草
の
陰
」
と
、「
草
」
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。「
う
き
身
世
に

や
が
て
消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を
ば
問
は
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
源
氏
物
語
・
花
宴
・
朧
月
夜
内
侍
）、「
夢
に
さ
へ
た
ち
も
は
な
れ
ず
露
き
え

し
草
の
陰
よ
り
か
よ
ふ
面
影
」（
風
雅
集
・
雑
下
・
二
〇
一
五
・
安
嘉
門
院
四
条
）。
こ
の
よ
う
に
「
草
の
陰
」
は
、
は
か
な
く
消
え
た
露
の

命
の
行
き
場
所
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
草
葉
」
は
「
露
」
の
お
き
ど
こ
ろ
と
し
て
、「
秋
風
に
な
び
く
草
葉
の
露
よ
り

も
消
え
に
し
人
を
何
に
た
と
へ
ん
」（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
八
六
・
村
上
天
皇
）、「
わ
が
思
ふ
人
は
草
葉
の
露
な
れ
や
か
く
れ
ば
袖
の
ま
づ

し
を
る
ら
む
」（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
六
一
・
詠
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
詠
ま
れ
、
人
を
た
と
え
る
露
の
存
す
る
場
所
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、「
草
の
陰
」
と
「
草
葉
の
陰
」
の
意
味
の
近
似
化
は
必
然
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
歌
に
は
「
草
葉
の
陰
」
と
い
う
表
現
は
ま
ず
入
ら
ず
（『
新

編
国
歌
大
観
』、『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
計
三
首
の
み
）、
連
歌
に
お
い
て
も
管
見
で
は
一
句
の
み
。
た
だ
こ
の
句
「
草
葉
の
陰
を
た
の
む
東

路
／
み
ぬ
国
の
た
ま
と
や
な
ら
む
身
の
ゆ
く
へ
」（
応
仁
二
年
冬
心
敬
等
何
木
百
韻
（
野
坂
本
）・
六
二
／
六
三
・
長
牧
／
心
敬
）
も
、『
心

敬
作
品
集
』
所
収
天
満
宮
文
庫
本
で
は
、「
草
の
陰
を
も
た
の
む
東
路
／
み
ぬ
国
の
土
と
や
な
ら
ん
身
の
行
ゑ
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
草

葉
の
陰
」
で
葬
送
の
場
を
比
喩
的
に
表
わ
す
和
歌
、
連
歌
は
ほ
ぼ
な
い
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
四
七
句
は
明
ら
か
に
葬
送
の
場
を
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意
味
し
て
い
る
。「
草
葉
の
陰
」
は
狂
言
『
靫
猿
』
に
見
ら
れ
る
な
ど
会
話
文
で
使
わ
れ
た
表
現
で
、
四
七
句
は
、
連
歌
へ
も
会
話
文
体
を

ま
ぎ
れ
こ
ま
せ
て
使
っ
て
し
ま
っ
た
形
で
あ
り
、
心
敬
ら
は
黙
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

狩

（
二
折

裏

一
二
）

刈
り
の
こ
す
草
葉
ば
か
り
の
陰
な
れ
や

ゝ

�
�

四
八

夏
野
の
原
の
水
の
た
え
だ
え

立
承

【
式
目
】
夏
（
夏
野
）

水
（
水
辺
用
）

【
作
者
】
立
承

【
語
釈
】
●
夏
野
の
原

夏
草
の
茂
っ
た
野
原
。
草
丈
が
高
く
、
川
は
埋
も
れ
隠
れ
て
し
ま
う
。「
し
げ
り
あ
ふ
夏
野
の
原
の
忘
れ
水
ま
れ

に
や
月
の
影
や
ど
す
ら
ん
」（
澄
覚
法
親
王
集
・
夏
野
月
・
八
六
）。「
分
わ
ぶ
る
夏
野
の
原
の
草
高
み
／
か
よ
ふ
鹿
子
の
足
ぞ
弱
か
る
」（
行

助
句
集
・
四
七
一
／
四
七
二
）。
●
水
の
た
え
だ
え

と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
見
え
る
水
の
流
れ
を
言
う
。「
結
び
す
て
た
る
水
の
た
え
だ
え
／
冬

は
ま
た
安
積
の
沼
の
あ
さ
氷
」（
園
塵
第
一
・
冬
・
三
九
三
／
三
九
四
）。

【
付
合
】
付
句
の
情
景
を
、
前
句
で
謎
解
き
を
し
た
形
の
付
合
。
墓
所
を
暗
示
す
る
前
句
か
ら
、「
草
の
原
」
を
思
い
、
そ
こ
か
ら
の
連
想

で
「
夏
野
の
原
」
と
し
た
か
。

【
一
句
立
】
夏
草
の
野
原
を
行
く
水
の
流
れ
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
見
え
て
い
て
。

【
現
代
語
訳
】（
刈
り
残
し
た
草
葉
が
ほ
ん
の
少
し
残
っ
て
い
る
、
そ
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。）
夏
草
の
野
原
を
流

れ
る
水
の
流
れ
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
見
え
て
い
る
。
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�
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（
二
折

裏

一
三
）

夏
野
の
原
の
水
の
た
え
だ
え

四
九

暑
き
日
は
汗
も
袖
を
や
つ
た
ふ
ら
ん

忠
英

【
式
目
】
夏
（
暑
き
・
汗
）

袖
（
衣
類
）

【
作
者
】
忠
英

【
語
釈
】
●
汗

「
汗
」
は
古
典
的
な
歌
語
で
は
な
く
、「
わ
ぎ
も
こ
が
汗
に
そ
ほ
つ
る
ね
よ
り
髪
夏
の
ひ
る
ま
は
う
と
し
と
や
思
ふ
」（
好

忠
集
・
六
月
中
・
一
六
六
）
の
よ
う
な
俳
諧
的
な
歌
に
見
ら
れ
、
ま
た
連
歌
に
お
い
て
も
こ
の
語
の
使
用
は
多
く
は
な
く
、
や
は
り
俳
諧
的

で
あ
る
。
た
だ
、
心
敬
自
身
の
句
に
も
あ
り
、
心
敬
の
周
辺
で
は
詠
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
句
も
心
敬
は
許
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
大

和
路
や
解
文
を
し
の
ぶ
瓜
の
夫
は
つ
を
の
み
ひ
き
て
あ
せ
ぞ
な
が
る
る
」（
拾
玉
集
・
夏
・
二
三
二
八
）。「
箱
根
山
は
し
り
く
だ
れ
ば
湯
も

と
□
（
に
て
）
／
身
に
あ
せ
な
が
し
い
そ
ぐ
旅
人
」（
小
鴨
千
句
第
四
百
韻
・
六
三
／
六
四
・
□
（
宗
砌
）
／
□
（
心
恵
））。「
登
る
峠
に
汗

を
干
す
人
／
夏
衣
う
す
ゐ
の
山
路
越
え
や
ら
で
」（
竹
林
抄
・
夏
・
二
九
八
・
心
敬
）。「
な
が
る
ゝ
あ
せ
の
む
つ
か
し
の
身
や
／
此
暮
の
蚊

聲
み
ち
て
風
も
な
し
」（
行
助
句
集
・
八
二
四
）。
●
つ
た
ふ

水
滴
は
、「
た
え
だ
え
」「
つ
た
ふ
」
と
和
歌
に
形
容
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
、

こ
こ
は
そ
の
表
現
の
流
れ
を
く
み
、
か
つ
伝
統
的
な
表
現
を
く
ず
し
て
い
る
。「
あ
や
め
つ
た
ふ
軒
の
し
づ
く
も
た
え
だ
え
に
は
れ
ま
に
む

か
ふ
さ
み
だ
れ
の
空
」（
風
雅
集
・
夏
・
三
四
七
・
院
冷
泉
）。「
か
す
む
ば
か
り
の
露
の
ふ
る
み
ち
／
た
え
だ
え
に
岩
も
る
水
や
つ
た
ふ
ら

ん
」（
河
越
千
句
第
七
百
韻
・
四
二
／
四
三
・
印
孝
／
長
敏
）。『
連
珠
合
璧
集
』
に
「
あ
ぜ
ト
ア
ラ
バ
、
つ
た
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
つ
た

ふ
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
「
あ
ぜ
（
畦
）」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
汗
に
転
用
し
た
か
。「
わ
づ
ら
は
で
月
に
は
よ
る
も
か
よ
ひ
け
り
と
な
り

へ
つ
た
ふ
あ
ぜ
の
ほ
そ
み
ち
」（
山
家
集
・
雑
・
題
し
ら
ず
・
九
八
〇
）。

【
付
合
】「
た
え
だ
え
」「
つ
た
ふ
」
流
れ
を
「
汗
」
の
流
れ
と
見
た
。

【
一
句
立
】
暑
い
日
に
は
、
畦
伝
い
な
ら
ぬ
、
汗
も
袖
を
伝
っ
て
な
が
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
現
代
語
訳
】（
夏
草
の
野
原
を
行
く
水
の
流
れ
が
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
見
え
て
い
る
。）
暑
い
日
に
は
、
汗
の
流
れ
も
袖
を
伝
っ
て
流
れ
て
い
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る
だ
ろ
う
か
。

（
二
折

裏

一
四
）

暑
き
日
は
汗
も
袖
を
や
つ
た
ふ
ら
ん

五
〇

や
す
き
か
た
な
き
そ
は
の
か
け
は
し

貞
興

【
式
目
】
雑

懸
け
橋
（
山
類
・
用
）

【
作
者
】
貞
興

【
語
釈
】
●
や
す
き
か
た
な
き

た
や
す
く
進
む
手
段
が
な
い
。「
方
」
は
方
法
、
手
段
。
●
そ
は
（
岨
）

山
の
急
斜
面
、
が
け
に
な
っ

て
い
る
所
。
読
み
は
「Soua

（
ソ
ワ
）。」（
日
葡
辞
書
）。
ま
た
「Souano

caqegiuo
tqutai

yuqu.（
岨
の
浅砂
路
を
伝
ひ
行
く
）
絶
壁
に
沿

っ
て
険
し
い
所
や
道
を
通
っ
て
行
く
。」（
日
葡
辞
書
）。
●
梯

け
わ
し
い
が
け
沿
い
に
通
行
す
る
た
め
に
、
板
を
棚
状
に
さ
し
か
け
て
造

っ
た
道
。「
古
畑
つ
く
る
木
曽
の
山
里
／
五
月
雨
に
岨
の
梯
朽
ち
そ
ひ
ぬ
」（
熊
野
千
句
第
四
百
韻
・
八
八
／
八
九
・
鶴
丸
／
宗
怡
）。「
朽
ち

て
あ
や
う
き
岨
の
梯
／
旅
人
も
駒
引
き
か
へ
す
深
山
路
に
（
心
敬
）」（
連
歌
百
句
付
）。「
そ
わ
ト
ア
ラ
バ
、
か
け
路
か
け
は
し

は
た

た

つ
木
」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
付
合
】「
た
え
だ
え
」
と
い
う
語
句
を
、「
つ
た
ふ
」
を
媒
介
に
、
水
の
流
れ
る
様
子
か
ら
、
汗
の
腕
を
伝
う
様
子
、
見
え
た
り
見
え
な
く

な
っ
た
り
す
る
梯
を
伝
っ
て
行
く
様
子
と
連
想
し
て
使
っ
た
。「
跡
と
ほ
き
そ
は
の
か
け
路
た
え
だ
え
に
霞
を
つ
た
ふ
春
の
や
ま
人
」（
玉
葉

集
・
雑
一
・
入
道
前
太
政
大
臣
の
家
に
て
山
路
霞
と
い
ふ
事
を
読
み
侍
り
け
る
・
一
八
四
八
・
三
善
康
衡
）。「
た
え
だ
え
ト
ア
ラ
バ
、
か
け

は
し
」（
連
珠
合
璧
集
）。
前
句
の
「
汗
」
を
、
断
崖
を
進
ん
で
い
く
恐
怖
・
緊
張
ゆ
え
の
冷
や
汗
と
と
る
。

【
一
句
立
】
た
や
す
く
進
む
手
段
が
な
い
、
け
わ
し
い
斜
面
の
梯
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句

暑
い
日
に
は
、
緊
張
の
余
り
の
冷
や
汗
ま
で
も
袖
を
つ
た
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。）
簡
単
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う

な
手
立
て
が
な
い
、
け
わ
し
い
斜
面
の
梯
を
通
れ
ば
。
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【
引
用
文
献
典
拠
一
覧
】

式
目
の
引
用
は
京
大
本
『
連
歌
初
学
抄
』（『
京
都
大
学
藏
貴
重
連
歌
資
料
集
１
』（
平
成
一
三
・
臨
川
書
店
）
に
よ
る
。

『
連
歌
新
式
追
加
並
新
式
今
案
等
』
を
参
考
と
し
て
挙
げ
る
場
合
に
は
、
木
藤
才
蔵
『
連
歌
新
式
の
研
究
』（
平
成
一
一
・
三
弥
井
書
店
）

所
収
太
宰
府
天
満
宮
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

【
語
釈
】
等
に
お
け
る
和
歌
・
漢
詩
句
の
引
用
は
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。『
草
根
集
』
は
日
次
本
（『
私
家
集
大
成

五
』（
昭
和
四
九
・
明
治
書
院
）
所
収
書
陵
部
蔵
御
所
本
）
を
使
用
し
、
詠
歌
年
時
が
わ
か
る
場
合
に
は
付
記
し
た
。
歌
の
理
解
に
必
要
な

場
合
に
は
、『
新
編
国
歌
大
観
第
八
巻
』
所
収
の
類
題
本
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本
）
の
表
現
も
付
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
葉
集

の
歌
番
号
は
西
本
願
寺
本
の
番
号
に
よ
っ
た
。
連
歌
等
の
引
用
は
、
以
下
に
示
す
諸
本
に
よ
る
。

連
珠
合
璧
集
…
『
中
世
の
文
学
連
歌
論
集
一
』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）

連
歌
寄
合
…
『
連
歌
寄
合
集
と
研
究
（
上
）』（
昭
和
五
三
・
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
）
所
収
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
中
川
文
庫
本

産
衣
…
『
連
歌
法
式
綱
要
』（
一
九
三
六
・
岩
波
書
店
）

菟
玖
波
集
…
金
子
金
治
郎
『
菟
玖
波
集
の
研
究
』（
昭
和
六
〇
・
風
間
書
房
）

竹
林
抄
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
竹
林
抄
』（
一
九
九
一
・
岩
波
書
店
）
所
収
厳
島
神
社
宮
司
野
坂
元
良
氏
蔵
本

文
安
雪
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
二
』（
昭
和
五
五
）
所
収
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

顕
証
院
会
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
二
』（
昭
和
五
五
）
所
収
内
閣
文
庫
蔵
本

宝
徳
四
年
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
三
』（
昭
和
五
六
）
城
崎
温
泉
寺
蔵
本

小
鴨
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
三
』（
昭
和
五
六
）
小
松
天
満
宮
本

熊
野
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
五
』（
昭
和
五
九
）
所
収
静
嘉
堂
文
庫
本

河
越
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
五
』（
昭
和
五
九
）
所
収
内
閣
文
庫
蔵
本
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伊
庭
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
七
』（
昭
和
六
〇
）
所
収
松
井
明
之
氏
蔵
本

寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
太
田
武
夫
氏
本

文
安
四
年
五
月
廿
九
日
何
船
百
韻
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
本

寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
天
満
宮
文
庫
本

宗
砌
句
集
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
十
一
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
昭
和
五
〇
・
角
川
書
店
）
所
収
大
阪
天
満
宮
文
庫
本

行
助
句
集
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
十
一
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』（
昭
和
五
〇
・
角
川
書
店
）
所
収
大
阪
天
満
宮
蔵
本

吾
妻
辺
云
捨
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
天
理
図
書
館
本

心
玉
集
・
心
玉
集
拾
遺
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
静
嘉
堂
文
庫
本

連
歌
百
句
付
…
貴
重
古
典
籍
叢
刊
五
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
所
収
天
理
図
書
館
本

新
古
今
集
聞
書
（
東
常
縁
原
撰
本
）
…
『
新
古
今
集
古
注
集
成

中
世
古
注
編
１
』（
一
九
九
七
・
笠
間
書
院
）
所
収
黒
田
家
旧
蔵
本

新
古
今
抜
書
抄
…
『
新
古
今
集
古
注
集
成

中
世
古
注
編
１
』（
一
九
九
七
・
笠
間
書
院
）
所
収
松
平
文
庫
本

日
葡
辞
書
…
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
一
九
八
〇
・
岩
波
書
店
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